
〔
功
績
〕
２
７
０
年
以
上
に
わ
た
り

三
匹
獅
子
舞
を
地
域
住
民
が
協
力

し
、
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
も
地
域
の
行
事
や
伝
統
を
受
け

継
ぐ
こ
と
を
よ
く
理
解
し
、積
極
的
に

活
動
す
る
こ
と
で
、樋
渡
地
区
内
の
地

域
伝
統
芸
能
の
継
承
と
融
和
が
図
ら

れ
て
い
る
。

〔
功
績
〕
平
成
23
年
に
発
足
し
、
健

康
体
操
教
室
な
ど
地
区
民
の
健
康

寿
命
延
命
を
目
的
に
活
動
し
て
い

る
。
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
地

域
住
民
が
助
け
合
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
と
連
携
し
た
日
常
生
活
を

支
え
る
体
制
づ
く
り
は
、
地
域
の

健
康
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

〔
功
績
〕
そ
う
ま
道
七
草
木
塩
街
道

を
後
世
に
残
す
遺
産
と
し
て
平
成

20
年
か
ら
10
年
以
上
に
わ
た
り
、

古
道
の
草
刈
り
や
保
全
整
備
を
実

施
し
て
い
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
歴
史
遺
産

を
残
す
取
り
組
み
と
し
て
文
化
活

動
に
貢
献
し
て
い
る
。

鈴
木
正
一 

様
（
三
春
）

〔
功
績
〕
平
成
25
年
か
ら
８
年
以
上

の
長
期
に
わ
た
り
、
草
刈
り
等
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
桜
川
の
環
境
美

化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

〔
功
績
〕
20
年
以
上
の
長
期
に
わ
た

り
、
町
道
実
沢
青
石
線
の
花
壇
に

花
を
植
え
環
境
美
化
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
こ
の

取
組
み
は
、
地
域
全
体
で
行
う
活

動
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
地
域

の
環
境
美
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

〔
功
績
〕
平
成
25
年
か
ら
各
地
の
敬

老
会
や
高
齢
者
施
設
で
ス
コ
ッ
プ
三

味
線
を
披
露
し
地
域
の
方
を
楽
し
ま

せ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
な

か
で
、
地
域
住
民
が
助
け
合
う
活
動

は
高
齢
者
の
社
会
参
加
に
貢
献
し
て

い
る
。
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〔
功
績
〕
岡
山
岳
氏
は
、
三
春
町

出
身
の
音
楽
教
師
故
岡
山
直
氏
の

孫
に
あ
た
る
。
故
岡
山
直
氏
は
、

県
内
の
小
中
学
校
等
で
、
長
く
教

鞭
を
と
り
、
さ
ら
に
三
春
小
学
校

を
は
じ
め
県
内
40
校
の
校
歌
の
作

曲
し
、
県
内
の
音
楽
文
化
の
振
興

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

　

岡
山
岳
氏
よ
り
、
故
岡
山
直
氏

所
蔵
の
ピ
ア
ノ
を
役
場
２
階
桜

ホ
ー
ル
に
寄
贈
い
た
だ
き
、
町
民

が
自
由
に
音
楽
に
触
れ
合
う
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
寄
与
さ

れ
た
。

環
境
美
化
の
部

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
部

文
化
活
動
の
部

健
康
づ
く
り
の
部

感

謝

状
岡山　岳 様
（北町）

青石１区 様
（沢石）

富沢むつみ会 様
（沢石）

岩江元気か～い！ 様
（岩江）

御木沢地区
まちづくり協会 様
（御木沢）

樋渡三匹獅子舞
保存会 様（中郷）

白石文夫 様
（三春）

新野德秋 様
（三春）

矢吹　康 様
（三春）


